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【様式１】（申請書）                                          年  月  日 

 

若手研究者助成金申請書 
 

公益社団法人 日本看護科学学会 御中 

 

申請者（代表者）

の氏名 

フリガナ カンゴ タロウ 

     看護 太郎           ㊞ ○男  ・ 女 

日本看護科学学会(JANS) 会員番号  

所属機関  文京看護大学 職名 講師 

所属機関 

連絡先 

〒113-0033 東京都文京区本郷 3-37-3 文京看護大学 看護学科 看護研究室 

Tel 03-5805-1280 Fax 03-5805-1281 

E-Mail  kangotaro@jans.or.jp 

自宅連絡先 

〒113-0033 東京都文京区本郷 1250  

Tel 03-5805-1288 携帯 090-9999-1111 Fax なし 

E-Mail  tarokango@tbb.com 

 

下記の通り、助成金を申請します。 

助成の種類 
該当に〇をつける 

 ①若手研究者が国外で開催される学術集会へ出席するための助成 

 
②-1）若手研究者が海外留学するための助成 

3 ヵ月程度   

〇 
②-2）若手研究者が海外留学するための助成 

4 ヵ月以上 6 ヵ月以内   

 
②-3）若手研究者が海外留学するための助成 

7 ヵ月以上 

計画名 ドイツ看護機構老年看護研究所（英語名・・・・・）への留学 

学会出席または留学日程 

（予定でも可） 
2021年 9 月 1日 ～ 2022 年 1 月 31日 約 5ヵ月間 

国際学会または留学先の名

称 
ドイツ看護機構老年看護研究所（英語名・・・・・） 

留学の受け入れ先からの許可関連書類（留学の場合のみ必要） 

 様式は自由 
申請書に添付すること 

所属先機関からの承認書類（留学の場合のみ必要） 

 様式は自由 
申請書に添付すること 

対象経費 

【様式 2】の対象経費（合計）と一致 
    930,000 円 

助成金申請額 

【様式 2】の助成金額から該当する金額を選択する 
          580,000 円 

 

 

携帯電話もありました

ら入れてください。 

申請日付を記入ください 
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【様式２】（事業計画書）                                      年  月  日 
 

助成による計画書 
■ 計画内容 

〔目的〕（２００字以内） 

老年看護に関する研究機関として歴史と定評のあるドイツ看護機構老年看護研究所は多くの

国から留学生を受け入れており、国際的にもたいへん権威のある研究所である。この研究所で

他のスタッフと交流をしながら研究活動を行うことで、自らのキャリアとスキルアップはもちろん、

世界的な老年看護の流れを日本の同様の研究機関に周知し、高齢化人口の増加しているわ

が国において実践と研究面での充実を諮ることを目的としている。 

 

 

 

 

〔現状と課題〕（４００字以内） 

今まで国内外での学術集会での発表（英語セッション含む）や研究論文の投稿（英文・和文）活

動を行ってきました。教員としても海外の研究機関の視察出張なども経験してきましたが、現在

専攻している老年看護学について、専門の研究所で研究活動を行いたいと以前から考えてい

ました。 

今後の日本は世界でも類を見ない超高齢化社会になることが想定されており、専門分野である

老年看護について世界的な研究機関であるドイツ看護機構老年看護研究所に一定期間留学

をすることで、社会に貢献することが看護学を専門分野とする自分のこれからの課題と考えて

います。 

 

 

 

 

 

〔実施計画（発表内容含む）〕（８００字以内） 

ドイツ看護機構老年看護研究所への留学の依頼はすでに終了しており、先方からの受け入れ

に関する書類（コピーを本申請に添付）と現在の所属先である文京看護大学の学部長からの留

学に関する承諾書（コピーを本申請に添付）は取得済みです。 

今回の申請に合わせて、留学スケジュールも一部予定ですが 2021 年 9 月 1 日から 2022 年 1

月 31日になりました。 

現地までの移動に関する航空券、現地レンタルアパート等の手配等も終了しております。 

今後はビザの取得、受け入れ先への協力金の支払い等を実施していく予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

申請日付を記入ください 
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〔期待される成果〕（４００字以内） 

専門分野である老年看護学の知識を深め、世界的な標準を理解し、様々な学会での発表、論

文投稿を通して、日本の同分野の研究活動の充実を図り、近々に訪れる超高齢社会での実践

に活かすことの布石になることを期待している。 

 

 

 

 

 

■ 対象経費 

費目 積算の内訳 （具体的に記入する） 金額 

旅費交通費 
日本・ドイツ往復航空賃 200,000円  

到着・出発時ホテル宿泊代 20,000円×2 

240,000円 

学会参加費   

通信運搬費 研究資料・生活用品等送付一式 50,000円 50,000円 

消耗品費 文具、PC周辺機器等購入 20,000円 20,000円 

印刷製本費 資料コピー代等 2,000円×5 ヵ月 10,000円 

滞在費 

滞在（レンタルアパート）50,000円×5 ヵ月 250,000円 

現地滞在光熱費 2,000円×5 ヵ月 

飲食代 20,000円×5 ヵ月 

360,000円 

学費・協力金 
学費（受入協力金含む）200,000円（1,800ユーロ） 

施設使用料 20,000円（150ユーロ） 

220,000円 

雑費 
ビザ取得料 10,000円、現地 ID 作成 10,000円 

保険料 10,000円 

20,000円 

   

   

合計    【様式１】の対象経費（合計）と一致すること 930,000円 

 

■ 助成金額 

内容 上限金額 

①若手研究者が国外で開催される学術集会へ出席するための助成 100,000円 

②若手研究者が海外留学するための助成 

   1）留学期間 3 ヵ月程度 340,000円 

   2）留学期間 4 ヵ月以上 6 ヵ月以内 580,000円 

   3）留学期間 7 ヵ月以上 1,060,000円 

 

 

 

 


